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ロ

水
平
放
出
方
式
に
あ
っ
て
は
二
個
、
下
方
放
出
方
式
に
あ
っ
て
は
四
個
の
泡
放
出
口
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
放

射
能
力
範
囲
が
固
定
給
油
設
備
の
周
囲
の
地
盤
面
等
に
表
示
さ
れ
た
一
の
自
動
車
等
の
停
止
位
置
を
包
含
す
る

よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

ハ

泡
放
出
口
は
、
消
火
に
有
効
な
膨
張
比
（
発
生
し
た
泡
の
体
積
を
泡
を
発
生
す
る
た
め
に
要
す
る
泡
水
溶
液

の
体
積
で
除
し
た
値
を
い
う
。）の
泡
を
放
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

下
方
放
出
方
式
の
泡
放
出
口
は
、
一
の
自
動
車
等
の
停
止
位
置
の
相
対
す
る
長
辺
に
二
個
ず
つ
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
辺
ご
と
に
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

放
出
量
は
、
一
の
泡
放
出
口
ご
と
に
、
水
平
放
出
方
式
に
あ
っ
て
は
七
・
四
リ
ッ
ト
ル
毎
分
以
上
、
下
方
放
出

方
式
に
あ
っ
て
は
二
十
二
・
二
リ
ッ
ト
ル
毎
分
以
上
と
す
る
こ
と
。

２

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
の
水
源
の
水
量
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
量
を
合
計
し
た
量
の
泡
水
溶
液
を
作

る
た
め
に
必
要
な
量
以
上
の
量
と
す
る
。

一

前
項
第
二
号
に
定
め
る
放
出
量
で
十
分
間
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
泡
水
溶
液
の
量

二

配
管
内
を
満
た
す
に
要
す
る
泡
水
溶
液
の
量

３

泡
消
火
薬
剤
の
貯
蔵
量
は
、
前
項
に
定
め
る
泡
水
溶
液
の
量
に
、
消
火
に
有
効
な
泡
を
生
成
す
る
た
め
に
適
し
た

希
釈
容
量
濃
度
を
乗
じ
て
得
た
量
以
上
の
量
と
す
る
。

４

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
に
用
い
る
泡
消
火
薬
剤
は
、
水
成
膜
泡
消
火
薬
剤
又
は
機
械
泡
消
火
薬
剤
（
消

火
器
用
消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
第
一
条
の
二
並
び

に
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
に
用
い
る
泡
消
火
薬
剤
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
試
験
に
お
い
て
消
火
性
能

を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

泡
水
溶
液
の
状
態
で
貯
蔵
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
泡
水
溶
液
の
性
状
を
維
持
す
る
こ
と
。

５

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
を
設
け
る
場
合
に
は
、
二
個
の
泡
放
出
口
か
ら
泡
水
溶
液
を
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る

放
出
量
で
同
時
に
放
出
す
る
た
め
に
必
要
な
量
以
上
の
量
の
泡
水
溶
液
を
生
成
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

加
圧
式
又
は
蓄
圧
式
の
泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

\

泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
の
内
面
及
び
外
面
に
は
適
切
な
防
食
処
理
を
施
す
こ
と
。
た
だ
し
、
耐
食
性
の

あ
る
材
料
を
用
い
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

]

最
高
使
用
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧
力
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

加
圧
式
又
は
蓄
圧
式
以
外
の
泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
に
あ
っ
て
は
、
イ
\
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
使

用
条
件
に
応
じ
た
必
要
な
強
度
を
有
す
る
こ
と
。

ハ

泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
は
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
場
所
に
備
え
付
け
る
こ
と
。

\

火
災
の
と
き
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
少
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

]

温
度
変
化
が
少
な
く
、
温
度
が
四
十
度
を
超
え
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

^

直
射
日
光
又
は
雨
水
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
少
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

ニ

泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
（
筐
体
に
収
納
す
る
場
合
は
当
該
筐
体
を
含
む
。）は
、
地
震
等
の
と
き
に
移
動
又

は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
堅
固
に
固
定
す
る
こ
と
。

三

放
出
弁
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

最
高
使
用
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧
力
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

弁
箱
は
、
日
本
工
業
規
格
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の

日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）Ｈ
三
二
五
〇
、
Ｈ
五
一
二
〇
、
Ｈ
五
一
二
一
若
し
く
は
Ｇ
三
二
〇
一
に

適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
及
び
耐
食
性
を
有
す
る
材
質
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

常
時
閉
止
状
態
に
あ
り
、
電
気
式
、
ガ
ス
圧
式
等
の
開
放
装
置
に
よ
り
開
放
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、か
つ
、

手
動
に
よ
っ
て
も
容
易
に
開
放
で
き
る
も
の
（
開
放
装
置
を
手
動
に
よ
り
操
作
す
る
も
の
を
含
む
。）で
あ
る
こ

と
。

ニ

加
圧
式
の
泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
に
用
い
る
放
出
弁
は
、
定
圧
作
動
装
置
と
連
動
し
て
開
放
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ホ

泡
消
火
薬
剤
等
貯
蔵
容
器
の
放
出
口
に
取
り
付
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
放
出
口
に
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

四

選
択
弁
は
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
放
出
弁
を
兼
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
定
圧
作

動
装
置
と
連
動
し
て
開
放
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

起
動
装
置
は
、
手
動
式
の
起
動
装
置
と
し
、
施
行
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
十
号
ロ
Ë
、
ô
及
び
ß
の
規
定
の

例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

危
険
物
規
則
第
二
十
八
条
の
二
の
五
第
六
号
に
規
定
す
る
制
御
卓
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ

二
系
統
以
上
の
泡
放
出
口
を
切
り
替
え
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
泡
放
出
口
が
対
象
と

す
る
顧
客
用
固
定
給
油
設
備
を
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
こ
と
。

ハ

起
動
後
に
お
い
て
も
泡
放
出
口
の
切
替
え
が
で
き
、
か
つ
、
切
替
え
の
操
作
か
ら
泡
が
放
出
さ
れ
る
ま
で
の

時
間
が
三
十
秒
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ニ

起
動
装
置
の
直
近
に
、
当
該
装
置
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
の
起
動
装
置
で
あ
る
こ
と
並
び
に
当

該
装
置
の
取
扱
い
方
法
及
び
保
安
上
の
注
意
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

ホ

泡
消
火
設
備
の
作
動
を
知
ら
せ
る
自
動
式
の
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ

起
動
用
ガ
ス
容
器
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
行
規
則
第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
三
号
の
規
定
の
例
に

よ
る
こ
と
。

六

加
圧
用
ガ
ス
容
器
を
用
い
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

窒
素
ガ
ス
が
充

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

加
圧
用
ガ
ス
の
量
は
、
泡
水
溶
液
を
二
個
の
排
出
口
か
ら
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
放
出
量
で
十
分
間
放
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
量
以
上
の
量
で
あ
る
こ
と
。

ハ

危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
の
直
近
に
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
タ
ン
ク
に
確
実
に
接
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

七

加
圧
送
液
装
置
を
用
い
る
場
合
に
は
、
施
行
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
九
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
加
圧
送
水
装
置
」
と
あ
る
の
は
、「
加
圧
送
液
装
置
」
と
す
る
。

八

電
源
回
路
は
、
専
用
回
路
と
す
る
こ
と
。

第
七
章

雑
則

（
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
）

第
十
九
条

泡
消
火
設
備
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
固
定
泡
消
火
設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、
施
行
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
同
項
第
八
号
（
同

号
に
お
い
て
準
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
う
ち
ニ
ô
及
び
ホ
ô
を
除
く
。）、
施
行

規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
九
号
、
同
項
第
十
号
（
イ
の
た
だ
し
書
を
除
く
。）並
び
に
同
項
第
十
六
号
の
規
定
の
例
に

よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
四
類
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
、
固
定
式
の
泡
消
火
設
備
（
縦
置
き
の
タ

ン
ク
に
あ
っ
て
は
、
固
定
式
泡
放
出
口
方
式
の
も
の
で
補
助
泡
消
火
栓
及
び
連
結
送
液
口
を
附
置
す
る
も
の
に
限

る
。）を
設
け
る
こ
と
。
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